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令和６年６月１０日発行

                           令和６年度の生徒数 1 学年３９名 ２学年３７名 ３学年３４名

川崎キャンパス 1 学年３名 ２学年 ７名 3 学年 ５名

                                          教職員数 本校 ６８名 川崎キャンパス ９名

事務職員 ５名

１学年主任 久野 輝美

４月９日に入学式を挙行し本校24期生の学園生活がスタートしました。対面式で２、３年生の先輩方から温か

く迎え入れられ、現在は各々の好きな部活動に励み先輩方との交流も深まっております。中学校では部活動に取り

組んでこなかった生徒も多く、心身ともに充実している表情が見られます。学

級づくり活動では、桜満開のグリーンピア岩沼に行き、球技活動やだんごを食

べながらの談笑等を通し、友人関係も深まったように思います。本校の特色で

もある寄宿舎では、親元を離れての集団生活を送り、これまでの生活とは大き

く異なる環境の変化に最初は戸惑い、不安な表情を浮かべる生徒も多く見られ

ましたが、最近では徐々に慣れてきている様子も見られます。６月には初めて

の職場実習も予定されていますが、本校が目指す一般就労に向けての第一歩と

して、地域の企業様に御協力をいただきながら頑張っていきたいと思いますの

で、応援よろしくお願いいたします。                      グリーンピアの桜

                                     ２学年主任 千葉 智子
 

４月当初は環境の変化や新しい人間関係に戸惑い、不安を感じる生徒が多く
見られました。ご家庭や寄宿舎、他学年などと連携、協力し、１つ１つの出来事
に真摯に向き合い、解決に向けて、丁寧に取り組んできました。解決するため
には、自分の気持ち、困っていることなどをきちんと相手に伝える力を身に付

けることが大切だと考え、今年度の学年目標は「伝える力」にしました。伝える
経験を積み重ね、伝えることの必要性を感じながら、人との適切な関わり方を
身に付け、コミュニケーションを取ることの大切さを学んでほしいと思ってい
ます。「伝える」ことは、「繋がる」ことでもあります。多くの人と繋がりなが
ら、２学年の様々な行事に、23期生37名全員で助け合い、協力しながら取り組
み、ともに成長してほしいと願っています。１年間よろしくお願い致します。
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 校長  菅原 紀子

岩沼の素晴らしい自然の中、本学園の生徒も伸び伸びと学校生活を送っています。地域の皆さまには日頃からい

ろいろな面で支えていただいておりますこと、感謝申し上げます。

本学園は、生徒たちが卒業後一般企業に就職して職業的に自立し、社会に参加できる人材を育成することを目指

しています。毎日の学習では、国語や数学といった基本的な教科に加え、就労に役立つ技術の習得と働く姿勢を身

に付けるために、工業、農業、家政、流通・サービスの４つの専門教科を学んでいます。コロナの規制がなくなっ

た今年度は、生徒たちが手がけた農作物、陶芸作品、木工製品、ビーズや布で作った小物などを、地域の皆さまに

も手に取っていただける機会をさらに増やしていきたいと考えております。また、職場実習でも、地域の事業所の

皆さまに貴重な実習の機会をいただいております。重ねて感謝申し上げます。

どうぞ、これからも本学園の生徒の活躍を応援いただければと思います。

地域に育まれる岩学生

  24期生の岩沼高等学園生活がスタート！

「伝える」そして「繋がる」
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１学年主任 久野 輝美

４月９日に入学式を挙行し本校24期生の学園生活がスタートしました。対面式で２、３年生の先輩方から温か

く迎え入れられ、現在は各々の好きな部活動に励み先輩方との交流も深まっております。中学校では部活動に取り

組んでこなかった生徒も多く、心身ともに充実している表情が見られます。学

級づくり活動では、桜満開のグリーンピア岩沼に行き、球技活動やだんごを食

べながらの談笑等を通し、友人関係も深まったように思います。本校の特色で

もある寄宿舎では、親元を離れての集団生活を送り、これまでの生活とは大き

く異なる環境の変化に最初は戸惑い、不安な表情を浮かべる生徒も多く見られ

ましたが、最近では徐々に慣れてきている様子も見られます。６月には初めて

の職場実習も予定されていますが、本校が目指す一般就労に向けての第一歩と

して、地域の企業様に御協力をいただきながら頑張っていきたいと思いますの

で、応援よろしくお願いいたします。                      グリーンピアの桜

                                     ２学年主任 千葉 智子
 

４月当初は環境の変化や新しい人間関係に戸惑い、不安を感じる生徒が多く
見られました。ご家庭や寄宿舎、他学年などと連携、協力し、１つ１つの出来事
に真摯に向き合い、解決に向けて、丁寧に取り組んできました。解決するため
には、自分の気持ち、困っていることなどをきちんと相手に伝える力を身に付

けることが大切だと考え、今年度の学年目標は「伝える力」にしました。伝える
経験を積み重ね、伝えることの必要性を感じながら、人との適切な関わり方を
身に付け、コミュニケーションを取ることの大切さを学んでほしいと思ってい
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 校長  菅原 紀子

岩沼の素晴らしい自然の中、本学園の生徒も伸び伸びと学校生活を送っています。地域の皆さまには日頃からい

ろいろな面で支えていただいておりますこと、感謝申し上げます。

本学園は、生徒たちが卒業後一般企業に就職して職業的に自立し、社会に参加できる人材を育成することを目指

しています。毎日の学習では、国語や数学といった基本的な教科に加え、就労に役立つ技術の習得と働く姿勢を身

に付けるために、工業、農業、家政、流通・サービスの４つの専門教科を学んでいます。コロナの規制がなくなっ

た今年度は、生徒たちが手がけた農作物、陶芸作品、木工製品、ビーズや布で作った小物などを、地域の皆さまに

も手に取っていただける機会をさらに増やしていきたいと考えております。また、職場実習でも、地域の事業所の

皆さまに貴重な実習の機会をいただいております。重ねて感謝申し上げます。

どうぞ、これからも本学園の生徒の活躍を応援いただければと思います。

地域に育まれる岩学生

  24期生の岩沼高等学園生活がスタート！

「伝える」そして「繋がる」

令和６年１１月１８日発行

令和６年度の生徒数 1 学年３８名 ２学年３７名 ３学年３４名

川崎キャンパス 1 学年３名 ２学年 ７名 3 学年 ５名

教職員数 本校 ６８名 川崎キャンパス ９名
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こ
の
半
年
間
、
さ

ま
ざ
ま
な
経
験
を
通

じ
て
、
皆
さ
ん
が
確

実
に
成
長
し
て
い
る

こ
と
を
実
感
し
て
い

ま
す
。
特
に
、
学
園

祭
や
職
場
実
習
を
通

じ
て
、
皆
さ
ん
が
そ

れ
ぞ
れ
の
役
割
を
果

た
し
た
り
、
目
標
を

達
成
し
た
り
し
た
こ

と
に
心
か
ら
喜
び
を

感
じ
て
い
ま
す
。

　

生
徒
の
皆
さ
ん
は
学
園
祭
や
職
場
実
習
に
お
い
て
、
現

場
の
リ
ア
ル
な
課
題
に
直
面
し
な
が
ら
、
解
決
策
を
考
え

る
力
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
磨
く
こ
と
が
で
き
た

と
思
い
ま
す
が
、
学
園
祭
当
日
の
頑
張
り
や
、
実
習
期
間

中
の
努
力
だ
け
で
な
く
、
学
園
祭
や
ア
イ
ワ
ー
ク
で
の
事

前
準
備
が
と
て
も
重
要
だ
と
感
じ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
？
準
備
の
重
要
性
を
表
す
言
葉
を
紹
介
し
ま
し
ょ

う
。「
成
功
は
準
備
が
機
会
に
出
会
う
こ
と
で
あ
る
」
と

い
う
言
葉
で
す
。
生
徒
の
皆
さ
ん
に
は
、
次
の
成
長
や
目

標
に
向
け
て
、
良
い
準
備
が
で
き
る
よ
う
に
願
っ
て
い
ま

す
。

　

忘
れ
て
な
ら
な
い
の
は
保
護
者
の
皆
様
の
御
理
解
と
御

協
力
が
あ
っ
て
こ
そ
、
こ
う
し
た
活
動
が
実
現
で
き
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
す
。
日
々
の
サ
ポ
ー
ト
や
励
ま
し
、
お

子
さ
ん
た
ち
が
安
心
し
て
成
長
で
き
る
環
境
を
一
緒
に

作
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
に
、
深
く
感
謝
い
た
し
ま

す
。
そ
れ
で
は
、
今
年
度
の
後
半
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

五
年
ぶ
り
の
学
園
祭
一
般
公
開
を
終
え
て

　
　
　
　
　

学
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彦

　

昨
年
度
は
、
台
風
の
接
近
上
陸
に
よ
り
、
公
共
交
通
機

関
が
打
撃
を
受
け
、
惜
し
く
も
涙
を
飲
み
、
開
催
中
止
と

な
っ
た
学
園
祭
で
し
た
が
、
今
年
度
は
、
朝
か
ら
そ
ぼ
降

る
雨
の
中
、
開
催
を
待
ち
侘
び
て
い
た
大
勢
の
卒
業
生

や
保
護
者
様
を
は
じ
め
、
各
方
面
よ
り
大
勢
の
来
場
者
様

の
御
支
援
を
賜
り
盛
大
に
開
催
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

今
夏
は
、
昨
年
以
上
に
暑
さ
が
増
す
中
に
あ
り
、
練
習

や
準
備
で
は
、
心
身
共
、
相
当
な
負
担
が
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
ん
な
夏
の
暑
さ
に
も
負
け
ず
、
生
徒
達
の
努

力
が
実
り
、
思
い
出
に
残
る
学
園
祭
と
な
り
ま
し
た
。

　

学
園
祭
テ
ー
マ
「
ブ
ル
ー
ス
プ
リ
ン
グ
〜
私
た
ち
の
学

園
祭
〜
」
は
、〝
青
春
〞
の
海
原
に
立
つ
若
者
が
、〝
夢
や

希
望
〞、〝
不
安
や
戸
惑
い
〞
を
感
じ
つ
つ
も
、
自
分
を
大

切
に
し
な
が
ら
、
自
己
表
現
が
で
き
た
学
園
祭
で
あ
っ
た

と
思
い
ま
す
。

　

来
年
の
開
催
は
、
今
年
以
上
、
頑
張
り
た
い
と
強
く
思

い
を
持
つ
生
徒
達
が
多
か
っ
た
の
も
印
象
的
で
し
た
。
こ

れ
は
、
多
く
の
来
場
者
様
か
ら
温
か
い
見
守
り
が
あ
っ
た

か
ら
得
ら
れ
た
感
慨
で
あ
っ
た
と
察
し
て
い
ま
す
。
次
年

度
も
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
思
い
が
発
揮
さ
れ
る
パ
ワ
フ

ル
な
学
園
祭
と
な
る
よ
う
、
全
校
生
徒
、
全
職
員
が
力
を

合
わ
せ
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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相　
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修

　

九
月
三
十
日
十
月
一
日
、
希

望
者
を
対
象
に
小
型
車
両
系
建

設
機
械（
機
体
重
量
３
ｔ
未
満
）

の
講
習
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

学
期
末
休
業
日
で
し
た
が
、
本

校
、
川
崎
キ
ャ
ン
パ
ス
合
わ
せ

て
三
十
一
名
の
生
徒
が
受
講
し

ま
し
た
。
一
日
目
は
、
学
科
講

習
で
し
た
。
コ
モ
ン
ホ
ー
ル
に

て
、朝
か
ら
夕
方
ま
で
外
部
講
師
の
先
生
の
講
義
を
聴
き
、

重
機
の
構
造
や
力
学
知
識
、
安
全
確
認
の
重
要
性
等
を
学

び
ま
し
た
。
普
段
の
学
校
生
活
以
上
に
集
中
力
を
持
続
さ

せ
、
最
後
に
あ
っ
た
「
ま
と
め

テ
ス
ト
」
で
は
全
員
及
第
点
を

取
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
二

日
目
は
実
技
講
習
で
し
た
。
東

側
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
て
、
バ
ッ
ク

ホ
ー
と
ホ
イ
ー
ル
ロ
ー
ダ
を
操

作
し
ま
し
た
。
天
候
が
良
す
ぎ

て
熱
い
日
差
し
の
下
で
し
た

が
、
前
日
に
学
ん
だ
内
容
を
実

際
の
重
機
に
乗
っ
て
実
践
学
習
し
ま
し
た
。
周
囲
の
状
況

を
し
っ
か
り
確
認
し
な
が
ら
、
安
全
な
運
転
を
心
掛
け
て

い
ま
し
た
。

　

来
年
度
は
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト

の
講
習
会
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
在
学
中
の
三
年
間
で
二
つ

の
資
格
を
取
得
で
き
ま
す
の

で
、
こ
れ
か
ら
も
生
徒
の
皆
さ

ん
の
積
極
的
な
受
講
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

１２月４日 （水）　第２回 PTA 研修会

１２月２３日 （月） 〜１月７日 （火） 冬季休業

これからの主な行事

ど
の
テ
ー
ブ
ル
も
悩
み
や
思
い
は
同
じ
で
、
そ
の
後
の
交

流
会
で
も
卒
業
後
の
就
労

生
活
に
向
け
て
の
情
報
交

換
な
ど
卒
業
生
保
護
者
会

の
方
々
か
ら
、
い
ろ
い
ろ
な

お
話
が
聞
け
る
良
い
機
会

と
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
来

年
は
今
年
以
上
の
参
加
者

に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

生
活
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舎　

指
導
員　

井　

上　

寛　

人

　

本
校
寄
宿
舎
で
は
、
校
内
に
設
置
さ
れ
て
い
る
生
活
訓

練
棟
の
施
設
を
利
用
し
、

一
人
暮
ら
し
を
体
験
す
る

「
生
活
体
験
学
習
」
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
一
年
生

の
寄
宿
舎
生
全
員
が
体
験

し
、
一
年
間
の
寄
宿
舎
生

活
の
中
で
、
一
泊
二
日
と

三
泊
四
日
の
年
二
回
学
習

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

事
前
に
職
員
と
一
緒
に
日
課
や
献
立
な
ど
を
決
め
、
当

日
は
近
く
の
ス
ー
パ
ー
で
食
材
の
買
い
物
を
し
て
朝
食
や

夕
食
の
調
理
も
行
い
ま
す
。
炊
飯
や
味
噌
汁
作
り
な
ど
、

生
徒
に
よ
っ
て
は
初
め
て
経
験
す
る
と
い
う
場
合
も
あ
り

ま
す
。
調
理
以
外
に
も
、
掃
除
や
洗
濯
、
貴
重
品
管
理
や

来
客
対
応
な
ど
、
一
人
暮
ら
し
を
想
定
し
、
普
段
の
寄
宿

舎
生
活
と
は
違
っ
た
体
験
を
通
し
て
、
自
立
へ
向
け
た
学

習
に
取
り
組
み
ま
す
。
卒
業
後
も
、
こ
の
寄
宿
舎
で
学
ん

だ
こ
と
を
生
か
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
今
後
も
生
活
指

導
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

卒
業
生
保
護
者
総
会
・
講
演
・
研
修
・
交
流
会

　
　
　
　
　
　

担
当　

実
習
講
師　

佐　

藤　

善　

信

　

令
和
六
年
九
月
二
十
八
日
（
土
）

に
岩
沼
高
等
学
園
を
会
場
に
卒
業

生
保
護
者
会
総
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
当
日
は
、
三
十
を
超
え
る

卒
業
生
保
護
者
と
十
名
の
在
校
生

保
護
者
の
参
加
も
あ
り
、
と
て
も

充
実
し
た
総
会
に
な
り
ま
し
た
。
総
会
は
第
一
期
生
卒
業

生
保
護
者
の
内
出
真
光
会

長
の
挨
拶
で
始
ま
り
、
事

業
報
告
や
予
算
・
新
役
員

な
ど
重
要
な
案
件
が
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
講
話
と
し
て

本
校
に
も
勤
務
さ
れ
て

い
た
門
脇
恵
先
生
に
よ

る
『
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
と

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン

ス
』
楽
し
く
暮
ら
そ
う
！
を
テ
ー
マ
に
趣
味
な
ど
で
気
持

ち
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
る
こ
と
に
よ
り
、
日
常
を
楽
し
く
過

ご
せ
る
ア
ド
バ
イ
ス
や
言
動
で
失
敗
し
た
相
手
に
は
共
感

と
伝
え
る
言
葉
ひ
と
つ
で
成
長
に
も
繋
が
る
と
い
う
お
話

も
頂
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
研
修
会
・
交
流

会
は
テ
ー
ブ
ル
毎
に
卒
業

生
在
校
生
の
保
護
者
が
一

緒
に
な
り
「
み
ん
な
の
な

や
み
を
き
い
て
み
よ
う
」

を
テ
ー
マ
に
そ
れ
ぞ
れ
の

悩
み
や
思
い
を
付
箋
に
書

き
出
し
模
造
紙
に
ま
と
め

テ
ー
ブ
ル
毎
に
発
表
し
ま
し
た
。


